
番組研究委員会 実践レポート  
 

１ 提案者 氏名 柴本 祐介 （飯山市立城北中学校） 

 

２ 提案内容 

（1） 単元名 「現代社会の見方や考え方」 

利用した番組名「対立から合意を目指すには」 

授業のねらい 

日常生活の中で起こりうる身近な「対立」について「合意」を形成するまでの過程

を、番組視聴を通して「効率」「公正」の観点から考える。 

 

（2） 授業の実践記録 

段階 学習活動 児童・生徒のようす 指導・助言 備考 
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45～50 

マンションの

イ ラ ス ト か

ら、マンショ

ンに潜在する

「問題点」を

見つける 

 

合意を形成す

る方法のメリ

ットデメリッ

ト を 整 理 す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

「マンション

のごみ問題」

について考え

る 

 

 

番組視聴 

イラストをよく見て、どの

ような問題があるのかを見

つけよとしていた。 

 

 

 

 

・全員一致まで話し合い 

・多数決 

・代表者による決定 

・第三者による決定 

のメリットとデメリットを

グループ内で話し合い、お

互いの気づきを発表し合

い、合意の形成に必要なこ

とが「公正であること」と

「時間をかけすぎないこ

と」であることに気づく。 

 

・３つの案のうち、自分の

考えを１つ選び、その理由

を発表するなかで、「自分

にとって都合の良い合意」

があることに気づく。 

 

・「効率」「公正」がどの

ようなものなのかの理解が

深まった。 

 

 

 

 

 

問題点は一つだ

けではなく、１

枚のイラストか

ら沢山の問題点

を探すよう指

示。 

 

・今までの経験

上、どのように

「合意」を形成

してきたかを思

い出させる。 

 

・メリットとデ

メリットを 1 つ

ずつ整理してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回、「学校内

での対立」につ

いて話し合いを

行う事を伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回話し合うべ

き課題を伝える 

 

 

J中社３ 



（3） 考察 

・「効率」的に合意を形成しようとする生徒は、「少数意見の尊重」という考えが抜けが

ちであったが、番組視聴を通して、「公正」であろうとする姿が増えてきた。 

・「公正」であることに重きを置く生徒は、合意形成に時間をかけることは仕方なしとい

う考えがあったが、番組を視聴することで効率的に合意を形成する事の大切さに気付く

ことができた。 

 

 

 

（4） 番組への要望 

・有名人の起用について、生徒の興味を引く効果は期待できますが、逆にキャラクターに

引っ張られすぎることで番組として伝えたい事が正しく伝わらなくなります。余計なコン

ト的要素は無くていいのではないかと思います。 

 

 

 

 


